
 

令和８年度第１回地域クラブ活動指導者育成研修会 開催要項 

 

 

１ 目  的    本研修会は、地域クラブ活動における指導者の育成および資質向上を目的とし、持続可能なス 

         ポーツ環境の構築を目指すものである。併せて、地域クラブ活動指導者の認定制度により、指導 

者の質と量の両面からの強化を図る。 

 

２ 主  催   岡山県 ・ 公益財団法人岡山県スポーツ協会 

 

３ 共  催   総合型地域スポーツクラブ岡山協議会 

 

４ 日  時   令和８年８月３０日（日） ９：３０～１２：５０ （受付 ９：００～） 

   9:30  9:40                 10:40  10:50                 11:50  12:00                12:30   12:50 

 

 

 

５ 会  場   ピュアリティまきび 〔 ２階 孔雀 〕 

           〒700-0907 岡山県岡山市北区下石井２丁目６－４１  TEL：086-232-0511 

 

６ 参 加 者   定員 ２００名 

（１）市町村体育・スポーツ担当主管課及び教育委員会 （※可能な限り１名以上ご参加ください。） 

        （２）認定地域クラブ指導者の登録を希望する方 

（３）地域クラブ関係者（競技団体、総合型地域スポーツクラブ、スポーツ少年団 等） 

（４）部活動指導員及び中学校運動部活動指導者 

        （５）ＪＳＰＯ公認スポーツ指導者資格保有者 

        （６）その他（指導者になりたい方・保護者・大学生 等） 

 

７ 内  容  （１） 講演 

演題及び講師 

演題： 「 部活動改革を契機とした新しいカタチの創造 」 

講師：  渡邊 優子 氏  ＜ 総合型地域スポーツクラブ全国協議会 幹事長 ＞    

           ＜ ＮＰＯ法人希楽々 理事 ＞ 

講師：  小出 利一 氏   ＜ 総合型地域スポーツクラブ全国協議会 副幹事長 ＞    

＜ ＮＰＯ法人新町スポーツクラブ 理事長 ＞ 

        （２）グループワーク（マンダラチャート） 

            テーマ： 「 子どもに寄り添う指導者になるために 」 
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【 岡山県委託事業 】 



申込フォーム 

８ 研修項目   この研修は、「認定地域クラブ活動指導者」登録制度に係る「地域クラブ活動指導者に求められ

る資質・能力例及び研修メニュー例」（※）に記載がある５項目（下記赤枠）に対応した内容とな

っております。なお、下記に記載の研修メニュー例は、「認定地域クラブ活動指導者」登録制度上

の例につき、この研修での研修メニューではありません。 

 

※【出典】文部科学省 

     「部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン～子供たちのスポーツ・文化芸術活動の充実 
に向けて～」 
別冊資料① 地域クラブ活動に関する認定制度 別紙２「認定地域クラブ活動指導者」登録制度（令和 7 年 12 月策定） 

 

 

９ 申 込 み   右記 二次元コードより、必要事項をご入力の上、お申し込みください。 

          ＜申込フォーム URL＞ https://forms.gle/keoCUWsv9Yc7YDyGA  

＜申込期限＞ 令和８年８月２７日（木）必着 

                 ※定員数に達した時点で申込みを終了いたします。 

 

10 そ の 他  （１）参加される方は９：２０までにご入場ください。 

（２）受講者の皆様には、研修終了後、岡山県より受講証を交付いたします。 

（３）会場の駐車場には限りがありますので、公共交通機関または乗り合わせてお越しください。 

（４）ＪＳＰＯ公認スポーツ指導者資格の更新研修には該当しませんのでご注意ください。 

（５）認定地域クラブ指導者登録に係る受講者情報は、研修終了後、当該受講者が登録を希望する 

市町村へ県から提供します。 

 

11 連 絡 先   公益財団法人岡山県スポーツ協会 （担当：山江） 

 ＴＥＬ： ０８６－２５６－７１０１ 

 ＭＡＩＬ： kenta_yamae@okayama-taikyo.or.jp 

④安全管理・事故対応等

⑤保護者や学校との連携

　部活動の地域展開・地域クラブ活動に関する基本的な
考え方や仕組みを理解している。

　指導者としての倫理観・責任感等を有し、参加生徒の
人権を尊重しながら、公正に指導を行うことができる。

　生徒の発育発達や多様な実情等に配慮した上で、生徒
と十分にコミュニケーションを図りながら、適切な指導
を行うことができる。

　生徒が安全・安心な環境の下で活動ができるようにす
るとともに、事故等が発生した場合の現場対応を適切に
行うことができる。

地域クラブ活動指導者に求められる資質・能力例 および 研修メニュー例

　中学校等段階の生徒の特徴や配慮事項等

　生徒の発達段階に応じた科学的な指導
白（適切な休養、効率的・効果的なトレーニングの実施等）

　生徒とコミュニケーションを十分に図った上での指導

　女子生徒の健康課題や障害のある生徒等への配慮

　保護者と円滑にコミュニケーションを図るとともに、
参加生徒が在籍する中学校等と連携を適切に行うことが
できる。

項目 地域クラブ活動指導者に求められる資質・能力例 研修メニュー例

①総論・制度

②基本姿勢・服務規律

③生徒への指導

　部活動の地域展開の理念や地域クラブ活動の在り方
白（認定地域クラブ活動の活動方針等含む）

　生徒の人格を傷つける暴力・暴言・ハラスメント等の不適切行為の防止 

　生徒や保護者等の信頼を損なうような行為の禁止

　生徒同士による暴力・暴言・いじめ等の防止(適切な集団づくりなど) 

　事故等が発生した際の現場対応（応急手当、関係機関への連絡等）

　保護者との連絡調整等 

　生徒が在籍する中学校等との連携

　生徒に対する安全・障害予防に関する知識・技能の指導

　事故防止（施設・設備・用具の点検や活動時における安全対策等）

https://forms.gle/keoCUWsv9Yc7YDyGA
mailto:kenta_yamae@okayama-taikyo.or.jp

